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要約：モモせん孔細菌病は重要病害の一つであり，国内では Xanthomonas arboricola pv. pruni, Pseudo­
monas syringae pv. syringae および Brenneria nigrifluens の 3 種が病原細菌として報告されている。一般的
に本病の主病原は X. a. pv. pruni であるとされているが，それを詳細に調査した報告は少ない。また，本
病の防除は抗生物質剤を中心とした薬剤の散布が主である。抗生物質剤は様々な病害で薬剤耐性菌の発生が
報告されており問題となっている。本病においても耐性菌の出現による防除効果の低下が懸念されている。
そこで，2008 年から 2011 年の 4 年間に合計 7 県 151 ほ場からモモせん孔細菌病罹病試料を採取し，病原細
菌を分離，国内で発生している本病の主病原を再確認したところ，分離した菌株のほとんどが X. a. pv. 
pruni であったことから本病の主病原は X. a. pv. pruni である可能性が示唆された。さらに，菌株のオキシ
テトラサイクリン，オキソリニック酸およびストレプトマイシンに対する最小生育阻止濃度（MIC）を調査
したところ，オキシテトラサイクリンおよびオキソリニック酸に対する MIC は 25 ppm 以下であった。一方，
ストレプトマイシンに対しては MIC が 2000 ppm 以上を示す菌株が 200 菌株と全体の 43% を占めており，





























（Taphrina deformans）等 41 種，細菌病としてせん孔細菌
病，根頭がんしゅ病（Agrobacterium tumefaciens）および























monas syringae pv. syrigae お よ び Brenneria nigrifluens
の 3 種が病原として記載されている8）。X. a. pv. pruni は
国内の多くの地域で報告されている。一方，P. s. pv. 
syringae および B. nigrifluens は X. a. pv. pruni と比較し























　2008 年から 2011 年の 4 年間に国内のモモ主要産地等で
ある岡山県，香川県，神奈川県，長野県，福島県，山梨県



































　香川県を除く 6 県 107 地点から採取した試料より 1768 菌
株の細菌を分離した。香川県由来の試料からは菌株を分離
することができなかった。簡易同定を行った 1029 菌株の
内，岡山県由来 2 菌株，神奈川県由来 9 菌株，長野県由来
187 菌株，福島県由来 503 菌株，山梨県由来 176 菌株および
和歌山県由来 20 菌株，合計 897 菌株をモモせん孔細菌病
菌の一つである Xanthomonas arboricola pv. pruni と同定
した。Pseudomonas syringae pv. syrigae は福島県由来の
試料からのみ 7 菌株が分離された。Brenneria nigrifluens
と同定できる菌株は分離できなかった。簡易同定 96MUC
法で X. a. pv. pruni と一致するプロフィール インデック
ス（MUC-ID）3020を示した菌株は186菌株であった。また，








　モモせん孔細菌病菌と同定し，選抜した 459 菌株（X. a. 




1）。25 ppm を示した菌株が 1 菌株，6.25 ppm を示す菌株
が 4 菌株，3.12 ppm を示す菌株が 4 菌株，1.56 ppm を示
す菌株が 2 菌株，0.78 ppm を示す菌株が 1 菌株および 0.39 
ppm を示した菌株が 18 菌株，残りすべての菌株が最低濃
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2）。25 ppm を示す菌株が 6 菌株，12.5 ppm を示す菌株が
11 菌株，6.25 ppm を示す菌株が 4 菌株および 3.12 ppm を




　MIC が散布濃度 250 ppm より高い 2000 ppm 以上の値
を示す菌株が 200 菌株存在し，1000 ppm を示す菌株が 1
菌株，500 ppm を示す菌株が 7 菌株，250 ppm を示す菌株
が 2 菌株存在した（Fig 3）。この MIC は現行の適用薬剤散
布濃度である 250 ppm 以上であった。P. s. pv. syringae





nigrifluense（B. nigrifluens）および Pseudomonas syrinage 
pv. syringae の 2 種も病原性を有しており，区別し難い病
徴を示すことから，この 2 種も病原と記載され現在上記の
3 種の病原が記載されている9）。福島県では本病の主病原
を明らかにするため 2002 年および 2003 年に調査を行い，




とんどが X. a. pv. pruni であった。このことから，福島県
だけでなく我が国で発生しているモモせん孔細菌病の主病
原は X. a. pv. pruni であると考えられる。このことは，高
梨9） が報告しているように X. a. pv. pruni に比べて他の 2
種は侵入から感染，発病に至るまでの病原力が劣り，それ
が自然発病の場での差となっているとされている。2011 年
に採取した試料から P. s. pv. syringae が分離されたが，
その数は少なく，福島県の 1 地点でのみであった。また福
島県以外の試料からは他の 2 種に該当する菌株はなかっ









菌株で 25 ppm, オキソリニック酸に対しては 2010 年に分
離した福島県由来菌株の 6 菌株が 25 ppm を示した。オキ
シテトラサイクリンの実際の圃場での散布濃度は 100 ppm




ストレプトマイシンに対しては毎年 MIC が 2000 ppm よ
りも高い菌株が多数存在した。ストレプトマイシンの実際

















歌山県で 1996 年，1997 年および 2005 年に病原菌のオキ
シテトラサイクリンに対する感受性を調査したところ，供
試した 208 菌株のうちオキシテトラサイクリンでは 0.78 



























　福島県では 1987 年および 1990 年に県内のモモせん孔細
菌病におけるストレプトマイシン耐性菌の出現実態を調査




が 61% の蔓延状態であった15）。一方，静岡県では 1998 年に
本病が多発した地域のストレプトマイシンの耐性菌を調査




























































cubensis）ではチトクローム b のコドン 143 の推定アミノ
酸配列のグリシンからアラニンへの置換がストロビルリン
耐性の原因だと報告されている22, 23）。このことから，特に
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　　The bacterial  isolates  identified  as  the dominant  pathogen were  examined  for  their minimal 
inhibitory concentration  (MIC) against oxytetracycline, oxolinic acid and streptomycin to evaluate their 
susceptibility.
　　Although all  isolates  tested were  susceptible  to  oxytetracycline and oxolinic  acid  and  showed           
＜25 ppm (MIC), 200 isolates (43% of tested isolates) showed more than 2000 ppm (MIC) to streptomycin 
and were judged as resistant.  The results of the survey showed the considerably higher population of X. a. 
pv. pruni with resistance to streptomycin in peach fields.
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